
自衛隊茨城地方協力本部

霞ヶ浦高等学校２年生、戦争を学ぶ
き
続
き
高
校
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

習
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
地
の
歴
史
や
第
二
次
世

こ
の
平
和
学
習
は
、
修
学
旅
行
の
事
前
平
和
学

を
見
学
し
た
。

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
龍
ケ
崎
地
域
事
務

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い

特
に
山
本
五
十
六
元
帥
像
前
で
は
、
山
本
元
帥

今
後
も
積
極
的
に
校
外
学
習
等
を
支
援
し
、
引

実
施
さ
れ
た
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
の
平
和
学
習
を
支

援
し
た
。

界
大
戦
終
了
間
際
の
状
況
を
学
ぶ
こ
と
で
戦
争
と

は
何
か
を
生
徒
達
に
考
え
さ
せ
、
戦
争
の
非
情
や

恐
怖
、
命
や
平
和
の
大
切
さ
を
深
く
胸
に
刻
み
込

る
。

こ
の
平
和
学
習
に
参
加
し
、「
雄
翔
館
、
雄
翔
園
」

「
予
科
練
平
和
記
念
館
」「
武
器
学
校
広
報
地
域
」

の
生
い
立
ち
、
石
像
の
逸
話
等
の
説
明
を
熱
心
に

聞
い
て
い
た
生
徒
達
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

入隊を担当した隊員を臨時勤務に迎えて

隊
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
陸
上
自
衛
隊
を
受
験
し
採
用

か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た
。
ま
さ
か
入
隊
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
対

海
上
自
衛
隊
に
は
再
度
２
等
海
士
で
の
入
隊
で
、
初
任
海
士

今
回
の
臨
時
勤
務
は
、
現
在
は
運
用
員
で
は
あ
る
も
の
の
、

と
こ
ろ
、
海
上
自
衛
隊
を
希
望
と
し
て
い
た
。
海
上
自
衛
隊
の

そ
の
隊
員
が
最
初
に
部
隊
配
属
さ
れ
た
駐
屯
地
は
北
海
道
旭

験
に
挑
戦
し
、
見
事
に
合
格
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
隊
員
が
臨
時
勤
務
に
来
て
く
れ
た
事
は
、
海

方
か
ら
の
電
話
が
始
ま
り
で
あ
る
。
事
務
所
で
お
話
を
聞
い
た

の
大
変
さ
を
経
験
し
た
と
電
話
で
語
っ
て
く
れ
た
。
陸
上
自
衛

予
定
通
知
書
を
獲
得
し
た
。

今
回
、
臨
時
勤
務
に
迎
え
た
隊
員
と
の
出
会
い
は
、
今
か
ら

隊
に
勤
め
る
も
海
上
自
衛
隊
入
隊
へ
の
情
熱
が
消
え
る
こ
と
は

運
用
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。

男
性
社
会
と
い
っ
た
先
入
観
を
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
え
た
。

自
分
が
担
当
し
た
入
隊
者
と
同
僚
と
し
て
再
会
し
た
時
、
隊

参
加
し
、「
自
衛
隊
の
女
子
」
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
て
、
ミ
ニ

え
て
い
る
事
に
ふ
れ
、
親
心
に
近
い
感
情
を
覚
え
、
今
後
の
活

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
武
器
に
募
集
業
務
に
邁
進
す
る
。

筑西地域事務所　出町由大２等海曹
募
集
・
広
報
の
職
域
に
興
味
が
あ
り
、
現
場
を
知
り
た
い
こ
と

象
者
が
、
ま
だ
自
分
が
広
報
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
間
に
、

学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
職
業
人
に
学
ぶ
会
」
で
は
、
自
衛
隊
＝

制
服
の
試
着
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
等
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て

ま
た
、
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

隊
生
活
に
お
い
て
、
先
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
よ
く
考

で
あ
る
が
、
今
回
の
隊
員
と
の
再
会
で
得
ら
れ
た
経
験
と
、
こ

「奥久慈大子まつり２０２４」に参加

３
年
ほ
ど
前
の
令
和
３
年
２
月
頃
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
の

女
子
の
壁
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
自
衛
隊
へ
の
入

川
で
、
関
東
で
は
経
験
し
な
い
寒
さ
と
、
雪
国
特
有
の
雪
か
き

な
か
っ
た
。
そ
の
隊
員
は
、
北
海
道
で
再
度
海
上
自
衛
隊
の
試

課
程
を
終
了
し
、
呉
を
母
港
と
す
る
輸
送
艦
「
お
お
す
み
」
の

同
じ
職
場
に
来
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。

に
面
し
て
い
な
い
県
西
地
区
に
は
追
い
風
に
な
り
、
地
域
の
中

非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

員
と
し
て
大
き
な
成
長
を
し
て
い
た
事
の
喜
び
と
、
永
い
自
衛

躍
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
あ
る
。
人
と
の
出
会
い
の
形
は
様
々

２
４
」
に
参
加
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
展
開
、
ま
た
、
臨
時
勤
務
で
輸
送
艦
「
お
お

「
ま
い
ん
」
で
開
催
さ
れ
た
「
奥
久
慈
大
子
ま
つ
り
２
０

中
で
開
催
さ
れ
た
。
若
干
気
温
が
低
く
肌
寒
く
も
感
じ
た

年
齢
層
は
子
供
連
れ
の
家
族
層
が
多
く
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

が
、
茨
城
県
北
地
区
の
山
間
に
、
水
戸
市
や
ひ
た
ち
な
か

今
回
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ
の
清
々
し
い
季
節
の

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
日
立
出
張
所
（
所
長
・
笠

市
な
ど
県
内
各
地
か
ら
約
９
０
０
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
、

今
回
も
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
展
示
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
、

２
名
が
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
。
少
子
高
学
歴
化
で
募
集
対

の
艦
艇
勤
務
者
と
い
う
こ
と
で
来
場
者
か
ら
も
時
折
、

て
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
募
集
広
報
活
動
を
継
続
し
て
い

だ
っ
た
。

す
み
」
か
ら
来
た
女
性
海
士
が
参
加
し
、
女
性
か
つ
現
職

極
的
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
認
知

昨
年
度
は
、
こ
の
地
方
部
に
位
置
す
る
大
子
町
か
ら
も

度
向
上
を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
自
衛
隊
を
職
業
と
し

「
子
供
た
ち
と
一
緒
に
写
真
い
い
で
す
か
」
な
ど
人
気
者

象
者
減
少
は
否
め
な
い
が
、
日
立
出
張
所
は
、
今
後
も
積

く
。

所
（
所
長
・
逆
井
１
陸
尉
）
は
、
10
月
10
日
に

今
年
は
３
７
１
名
の
生
徒
及
び
教
員
22
名
が

井
１
海
尉
）
は
10
月

日
（
日
）
に
大
子
町
福
祉
会
館
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